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　この地震の主破壊の断層パラメターを表 1 に示す。第一震（ ほゞ主破壊と同じ発震機構をも

つ ）との相対位置と時間差，さらに断層の推定位置も第 1 図に示してある。これらの結果はす

でに報告されたモデル（ 文献 1 ））を，気象庁 1 倍強震計記象をも説明するように改良したもの

である。用いた地震記象は，世界標準地震観測網短・長周期地震計記象，気象庁 59 型および一

倍強震計記象，地震研究所，本郷・筑波・堂平・白木観測所各種記象である。遠地記象では

P1，pP1，P2，pP2 の 時 間 間 隔（ こ こ で，1 は 第 一 震，2 は 主 破 壊 を 示 す ）， Ｓ Ｈ 波 形，

表面波（ Ｇ 1，Ｒ 1 ）スペクトル振幅，Ｐ波初動，Ｓ波偏角を，近地記象では P1，P2 の時間

間隔，Ｐ波初動，強震計水平成分波形を，それぞれデータとして用いた。さらに，国土地理院

の伊豆半島水準測量成果および距離変化測定，静岡大学および地震研究所の距離変化測定の結

果をデータとして用いた。主破壊のモデルのみでは特に説明できないものは，大島の一倍強震

計記象（ 第一震の震動が強くあらわれているため ）と，稲取－修善寺間の水準測量結果および

梨本－逆川間の距離変化である。後二者については主破壊の 10 分の 1 の地震モーメントをもつ，

右横ずれ分岐断層を仮定することによって説明できる。詳細については 2 ）を参照されたい。
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第1表　断層パラメター（主破壊）。 

Table 1　Fault parameters of the Izu-0shima earthquake of January 14, 1978.

第 1 図　第一震と主破壊の開始点との相対位置。推定断層の位置も示してある。
Fig. 1　Location of the main shock relative to the precursor. The position of the fault is also 

shown.
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